
 

 

 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科に受診もしくは診断および治療方針に関する相

談をされた患者さんへ 

 

当院では下記の研究への協力を行なっており、この研究には過去に当院で診

療・相談を受けられた患者さんの情報を利用させていただきたいと考えており

ます。本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利

用又は提供されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合

わせください。 

 

【研究の名称】 

新規疾患；TAFRO症候群の疾患概念確立のための多施設共同後方視的研究 

 

１．研究の対象 

TAFRO症候群、多中心性 Castleman病、TAFRO症候群や多中心性 Castleman病に

類似の強い炎症反応を示した患者さんで、当院へ受診された方、もしくは診断お

よび治療方針に関する相談をされた方（セカンドオピニオンなど）。 

 

２．研究目的・方法 

目的 

TAFRO症候群、多中心性 Castleman病は希少疾患であり、病気の概念、診断や

治療方針の確立のために、各々の患者さんの臨床データを集めて解析させてい

ただきます。 

 

方法 

各施設の症例データを各施設担当者が調査票に記入し、事務局（金沢医科大

学）へ電子メールあるいは CD-R郵送にて送り情報を収集し、統計学的に解析

する。 

研究実施期間：機関の長の許可後（2024年 3月 6日）～2028年 12月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

各々の患者さんの臨床データ（年齢・性別・症状・身体所見・尿／血液検査所

見・画像所見など）がデータセンターに提供されます。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

「キャッスルマン病、TAFRO症候群、類縁疾患の診療ガイドラインの策定や更な

る改良に向けた国際的な総意形成を踏まえた調査研究」（申請者；川上 純）で



 

 

 

行われる「キャッスルマン病の疫学診療実態調査に関する研究」とは調査項目が

ほぼ重複するため、データを共有いたします。 

 

５．研究組織 

研究代表機関：金沢医科大学 血液免疫内科学  

研究代表者：金沢医科大学 血液免疫内科学 教授 正木康史 

多施設共同研究で、施設の倫理審査委員会が得られた施設は研究協力施設とな

ります。 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない

範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出下

さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さ

んの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記

の連絡先までお申し出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じること

はありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者： 

豊橋市民病院 血液・腫瘍内科 

井本直人 

〒441-8570 愛知県豊橋市青竹町字八間西 50番地 

電話：0532-33-6111（代表） 

研究機関の長： 

豊橋市民病院 院長 浦野文博 


